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出席報告

会員数76名 出席数 50名 欠席数 21名

出席免除会員 ５名（荒川(雄)君、村上君、田中君、松本

（正)君、新宮君）

出席率 ７１．６２％

前回補正出席率 10/8 78.08％ 10/1 78.38％

欠席者

足立(延）君、藤尾君、深田君、秦野(一)君、細田君、井

上（博）君、勝部君、小土井君、小西君、松本(啓)君、長

棟君、野坂（裕)君、尾沢君、安井君、田村君、上森（英)

君、内田君、梅田君、吉野君、山中君、野津君

ビジター

メーキャップ

西村君（10/10山口南）、

今週のお祝い

夫人誕生祝：１１日宮本守君、１７日野坂美仁君、２

０日井上賢明君、２４日池淵建夫君

スマイルＢＯＸ 29,000円（累計442,000円）

創立記念：永見君、山根君、本人誕生祝：山根君、

小椋君、新入会員歓迎会カラオケ大会個人の部優

勝：永見君、NHK米子文化センターにてコーチング

講座を担当させて頂く事ができました：足立（博)君、

中国の吉林省に生れて初めて行くことができまし

た：杉原君、長らく欠席致しました。１０月１０日に退

院しました。お見舞い有難うございました：新宮君

しい自然の恵みをいただいているわけですが、本日

の来賓のサントリーさんが、奥大山の工場の近辺に

素晴らしい森をおつくりになるということで、その一角

に米子東ロータリークラブの森を一緒にやろうじゃな

いかということで、決定ではありませんが、そういう方

向で進めています。

幹事報告

１．08-09年度GSE送別会並びに壮行会のご案内

１０月２９日（水) 18：00～ ルネホール岡山

２．地区大会表彰ご登壇のお願い

G補佐 宮本 守君

RI会長賞 杉原弘一郎君

会長挨拶

先週はお休みいたしました。実は縁がありまして、招

待されて中国に行ってまいりました。私は吉林省が生

まれ故郷で、３歳まででございますが、そこにいました

ので感慨深いものがありました。

先週、先々週と阿南南ロータリークラブを訪問してまい

りました。本当に遠いところで、５時間ほどかかりました。

そこで素敵な居酒屋で歓迎してもらいました。そこの

お嬢さんがとても綺麗な方で忘れられません。

神社の頂上まで、私が他の方を引っ張って登ったの

ですが、そこからの瀬戸内海の素晴らしい眺めを観さ

せていただきました。またアグリ球場も見てまいりまし

た。今後、交流するかどうか理事会にかけたいと思い

ます。

さらに先日、韓国観光公社から連絡が入りまして、ソウ

ルのイエジャロータリークラブが是非、友好関係を結

びたいということで皆様にご報告させていただきます。

米子に素晴らしい水が湧いております。そういう素晴ら



次回プログラム
１０月２１日 GSE受入懇親例会

２９日 休会

プログラム

「サントリー天然水の奥大山ブランド戦略」

サントリー天然水㈱ 社長 徳田昌嗣 氏

ミネラルウォーターの一人当たりの年間消費量ですが、

９０年代と比べると１０倍以上に伸びています。

どこまで大きくなるかということですが、イギリスと同じくら

いまでは伸びるのではないかと、つまり今の２、３倍くら

いにはなるのではないかと見込んでいます。

昨年までは南アルプスと阿蘇だけのブランドでした。しか

し、今年の春から奥大山のブランドとして中国四国近畿

地方でご愛飲いただいています。

手前味噌ですがサントリーのミネラルウォーターは全国

のトップシェアでございます。奥大山という第３のブランド

を立ち上げたことによって、西日本を中心にぐっと伸ばし

たものが、全国シェアにも表れたかと思います。皆様の

おかげです。

１１月５日 「ロータリーの友紹介」
雑誌ﾘｰﾀﾞｰ 芦立君

「私の職業」 光井芳喜君

水の分類ですが、ミネラルウォーターは硬度というもの

で大きく三つに分類されます。カルシウム、マグネシウ

ムの含有量で決められます。南アルプス、阿蘇、奥大

山とこの三つの水は、硬度の低いすっきりとした水で

す。

工場のコンセプト、つまりサントリー全体の考え方です

が「水への想い」「社会への想い」「従業員への想い」

と三つのコンセプトがあります。

この中で最も大切なものは「水への想い」です。第３番

目のブランドというプロジェクトの時、全国で５０か所の

候補地がありました。最終的に結論に行き着いたのが

「奥大山」でした。

工場の場内は今年６月から、見学できるようになって

います。製造工程としてペットボトルを作る工程からご

覧できるようになっています。おかげさまで来場者も

増えてまいりました。来年度はもう少し案内の頻度を

増やして、たくさんの方に来ていただこうと思っていま

す。

さらに次世代教育ということで、「森と水の学校」という

活動をしています。地元の子供に森の大切さを教え

ていくという活動をしています。今では、岡山、広島、

大阪などから参加していただけるようになりました。

これも、来年以降継続して続けていく予定です。


